
令和２年主要事業日程（予定）

△

特別表彰選考委員会……… 3月中旬

△

春季善行表彰選考委員会… 3月中旬

△

理事会……………………… 3月下旬

△

春季・特別善行表彰式…… 5月16日

△

秋季善行表彰推薦依頼…… 6月上旬

△

理事会、会員総会………… 6月下旬

△
特別表彰推薦依頼………… 7月下旬

△
理事会、支部長会………… 9月中旬

△

秋季善行表彰選考委員会…10 月中旬

△

ご接見………………………10 月下旬

△

秋季善行表彰式……………11月21日

△

春季善行表彰推薦依頼……11 月下旬
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　一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会
で
は
、
善
行

の
表
彰
並
び
に
善
行
精
神
の
普
及
と
実
践
を

通
じ
明
る
く 

住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
活
動
を
ご
支
援
い
た
だ

く
た
め
に
、
広
く
会
員
を
お
さ
そ
い
下
さ
い
。

　会
員
の
種
類

　①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
　
　個
人

　年
額

　五
千
円

　
　
　法
人

　年
額

　一
万
円

　②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
　
　個
人

　年
額

　一
万
円

　
　
　法
人

　年
額

　三
万
円

　③
賛
助
会
員

　
　
　個
人

　年
額

　千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間
購
読
料

　五
百
円
含
む

一般社団法人 日本善行会入会のおさそい ☆
表
彰
種
別

⑴
青
少
年
善
行
表
彰

　地
域
の
美
化
清
掃
、
子
供

会
の
指
導
、
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
慰
問
・
激
励
等
に
長

年
に
わ
た
り
尽
く
し
た
行
為

⑵
緊
急
時
貢
献
表
彰

　人
命
救
助
、
防
火
、
防
犯
、

事
故
防
止
等
に
尽
く
し
た
行
為

⑶
国
際
貢
献
表
彰

　国
際
的
な
人
道
救
助
、
生

活
・
自
然
環
境
改
善
援
助
、

文
化
交
流
等
に
尽
く
し
た
行
為

⑷
外
国
人
善
行
表
彰

　日
本
国
内
に
居
住
す
る
外

国
人
が
日
本
で
行
っ
た
善
行

☆
対
象
年
齢

青
少
年
善
行
表
彰
に
お
い
て

は
二
十
五
歳
未
満
。た
だ
し
、

団
体
の
場
合
は
構
成
員
の
年

齢
と
す
る
。

他
三
種
は
年
齢
を
問
わ
な
い
。

☆
閉
切
期
日

令
和
二
年
二
月
初
旬

☆
選
考

受
賞
者
の
選
考
は
別
途
に
設

け
る
「
選
考
委
員
会
」
が
行
う
。

☆
表
彰
式

五
月
十
六
日

明
治
神
宮
参
集
殿
（
予
定
）

推
薦
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
は
、
本
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

令
和
二
年
度
（
第
七
十
回
）

春
季
善
行
表
彰
推
薦
に
つ
い
て

お
知

　ら
せ

  

令
和
元
年
度

  

　
　主
要
行
事
報
告

▽
春
季
善
行
表
彰
並
び
に

　特
別
善
行
表
彰
式
を
開
催

　

令
和
元
年
度
春
季
善
行
・

特
別
善
行
表
彰
式
を
、
五
月

十
八
日
（
土
）
明
治
神
宮

参
集
殿
に
お
い
て
開
催
し

た
。
昭
和
二
十
六
年
に
善
行

表
彰
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、

六
十
九
回
目
と
な
り
春
季
善

行
表
彰
で
は
、
八
十
三
名

の
個
人
と
六
十
一
の
団
体
計

百
四
十
四
（
内
、
外
国
人
は

十
名
・
五
団
体
）
を
表
彰
。

　

特
別
善
行
表
彰
は
、
善
行

金
章
が
三
十
五
名
、
同
銀
章

が
八
十
三
名
計
百
十
八
名
を

表
彰
。
表
彰
式
で
は
、
宮
腰

光
寛
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
代
読
）、
在
日
米
空
軍
横
田

基
地
司
令
官
、
前
年
度
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
林
田
理
紗

子
氏
、
松
本
カ
ネ
子
氏
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
、
田
中
香
恋
氏

が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
江
戸
川
区
立
葛

西
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
の
ほ
か
、
芸
能
奉
仕
団

に
よ
る
祝
芸
や
歌
の
披
露
も

あ
っ
た
。

　

日
本
善
行
会
は
、一
般
社
団

法
人
に
移
行
し
て
か
ら
六
年
目

に
入
り
、
本
会
の
表
彰
事
業

も
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

▽
秋
季
善
行
表
彰
式
を
開
催

　

令
和
元
年
度
秋
季
善
行
表

彰
式
を
、
十
一
月
三
十
日

（
土
）
明
治
神
宮
参
集
殿
に
お

い
て
開
催
し
た
。

　

秋
季
善
行
表
彰
で
は
、

四
一
二
名
の
個
人
と
六
十
五

の
団
体
、
計
四
七
七
を
表
彰
。

　

表
彰
式
で
は
前
年
度
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
浅
見
光
生

氏
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
池
田

正
夫
氏
が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
楽
器
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。

▽
総
会
の
開
催

　

六
月
二
十
一
日
（
金
）、
令

和
元
年
度
定
時
総
会
が
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
収

支
決
算
と
事
業
報
告
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
。

▽
理
事
会
の
開
催

　

六
月
二
十
一
日
（
金
）、
お

い
て
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

（
第
一
回
）
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
定
時
総
会
提
案
事
項
等

が
審
議
さ
れ
た
。（
第
二
回
）

理
事
会
が
九
月
十
三
日
（
金
）

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
開

催
さ
れ
た
。

▽
常
務
理
事
会
の
開
催

　

四
回
に
わ
た
り
常
務
理
事

会
（
会
長
、
副
会
長
三
名
、

常
務
理
事
五
名
）
が
開
催
さ

れ
、
本
会
運
営
を
行
う
た
め

に
必
要
な
諸
事
項
を
審
議
さ

れ
た
。

▽
御
接
見

　

十
月
二
十
八
日
（
月
）、
長

寿
善
行
者
（
本
会
善
行
表
彰

受
賞
者
で
七
十
歳
以
上
の

方
）
百
十
七
名
が
明
治
記
念

館
に
集
合
し
、
記
念
写
真
撮

影
と
会
食
後
に
、
赤
坂
東
邸

を
訪
問
し
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
か
ら
御
接
見
の
栄
を
賜
っ

た
。

こ
の
長
寿
善
行
者
の
御
接
見

は
昭
和
四
十
五
年
に
実
現

し
、
令
和
元
年
度
で
五
十
回

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
約
五
千
名
余
の
長
寿
善
行

者
が
栄
誉
に
浴
し
て
い
る
。

▽
支
部
活
動

　

全
国
で
七
十
六
支
部
と

な
っ
て
い
る
。（
十
二
月
現
在
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
は   

①
交
通
安
全
折
鶴
運
動
、
②

高
齢
者
施
設
、
心
身
障
害
者

施
設
、
恵
ま
れ
な
い
子
供
の

た
め
の
施
設
等
へ
の
慰
問
、

③
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
、

④
地
域
の
環
境
美
化
、
⑤
防

犯
、
防
火
、
そ
の
他
各
種
奉

仕
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

▽
全
国
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
進

め
ら
れ
て
き
た
全
国
支
部
ブ

ロ
ッ
ク
制
度
は
、
各
支
部
の

協
力
を
得
て
順
調
な
活
動
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
一
覧

①
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
四
支
部

②
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
十
二
支
部

③
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
十
二
支
部

④
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
十
四
支
部

⑤
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
七
支
部

⑥
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
五
支
部

⑦
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
八
支
部

⑧
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
十
四
支
部

合
計
七
六
支
部

▽
芸
能
奉
仕
団

　

春
季
・
秋
季
善
行
表
彰
式

に
お
い
て
、
祝
芸
を
披
露
、

ま
た
、
各
奉
仕
団
員
は
各
地

で
高
齢
者
施
設
等
へ
の
慰
問

活
動
を
続
け
て
い
る
。

令
和
元
年
九
月
十
三
日

（
金
）、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
で
、
本
会
理
事
・
監
事
及

び
支
部
長
五
十
名
が
出
席

し
、
全
国
支
部
長
会
が
開
催

さ
れ
た
。

勝
野
会
長
の
挨
拶
後
、
相

澤
副
会
長
の
司
会
進
行
で
、

理
事
・
監
事
・
支
部
長
の
紹

介
が
あ
り
、
そ
の
後
、
議
事

に
入
り
、
高
田
副
会
長
が
議

長
と
な
り
、
理
事
会
の
報
告

の
後
、
意
見
交
換
に
移
り
、

各
支
部
の
活
動
や
諸
問
題
等

に
つ
い
て
、
順
次
発
言
が
行

わ
れ
た
。
行
政
と
の
連
携
と

企
業
の
協
賛
、
若
い
人
へ
の

声
掛
け
、
交
通
安
全
折
り
鶴

運
動
、
善
行
会
の
Ｐ
Ｒ
、
支

部
の
周
年
報
告
、
会
員
の
高

齢
化
と
減
少
、
後
継
者
問
題
、

会
員
増
強
の
努
力
な
ど
多
く

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
貴
重
な

意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

閉
会
の
後
、
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
の
な
ご
や

か
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。

  

全
国
支
部
長
会
を

　
　
　
　
　
　

  

開
催




